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EISCATレーダーとトロムソMFレーダーにより導出された中性風の比較研究

Comaprison studies of winds derived by the EISCAT UHF radar and the Tromsoe MF

radar
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E I S C A Tレーダーを用いた研究により、オーロラE領域（95 km -120 km)における中性風の季節変化、太陽活動
度変化等が報告されている 。これらの駆動源として、大気下部から伝播する大気重力波やプラネタリー波の影響
があげられる。これら波動の影響を解明する上で、中間圏から下部熱圏に亘る信頼度の高い中性風の同時観測が
重要である。1 9 9 6年８月から1 9 9 8年６月の間にE I S C A Tレーダーにより取得された１５データセットと、M Fレー
ダー中性風との比較を行った。中性風導出に用いているそれぞれの手法の検討を行い、季節・地磁気活動に分類
して、比較結果を報告する。

E I S C A Tレーダーデータを用いた研究により、オーロラE領域（95 km -120 km)における中性風の季節変化、太
陽活動度変化等が報告されている [e.g. Nozawa and Brekke, 1999a,b]。これらの変動を駆動しているメカニズムに
ついては未だ不明な点が多く、その候補として、大気下部から伝播する大気重力波やプラネタリー波の影響があ
げられている。これら波動の影響を定量的に解明する上で、中間圏から下部熱圏に亘る信頼度の高い中性風の観
測が非常に重要である。

EISCAT レーダーの送信局サイトであるトロムソ　ラムフィョルドモーエンには、M Fレーダーも設置されてお
り、トロムソ大学およびサスカッチュアン大学によって１０年以上に亘り観測が継続されている。1 9 9 6年から
1 9 9 8年にかけて、M Fレーダーのシステムの大幅改良が行われた。特に1 9 9 8年1 0月には、名古屋大学太陽地球環境
研究所グループの貢献により、送信機が 50 kWのものと置き換わり、格段にデータの質が向上した。これら一連
の改良により、トロムソM Fレーダの性能は、サスカッチュアンM Fレーダーのそれと同程度のものとなっている。
名古屋大学太陽地球環境研究所のグループもこのM Fレーダーの運営に1 9 9 8年から参加している。今後は、この
M FレーダーおよびE I S C A Tレーダーとの同時観測が、上記した中性風の季節・太陽活動度依存性の解明の上での
ひとつの重要な研究の柱となると考えられる。

非干渉性散乱( I S )観測は、高度 100 km より下方においては、電子密度が急激に減少するため困難になり、高度
約 90 kmが限界である。一方MFレーダーは、高度約 70 km から約 110 km までの領域の中性風を導出することが
できる。そして、M Fレーダーは 24 時間連続観測が可能なため、重力波やプラネタリー波等の波動の研究には非
常に適している。しかしながら、高度約 90 km より上空の観測において、そのデータの信頼性が落ちることが、
Reid[1996], Hocking [1997]などにより指摘されている。そこでまず、高度 90 km から 110 kmまでの領域の、ISレ
ーダー－M Fレーダー同時観測に基づく中性風の詳細な比較研究が重要であるが、これまであまりなされてこなか
った。そこで今回、1 9 9 6年８月から1 9 9 8年６月の間に取得されたデータを用いて比較研究を行った。この期間に
は、E I S C A Tレーダーによって、CP-1-K モードデータが９データセットで、CP 2-E モードデータが６データセッ
ト取得されている。

講演においては、 E I S C A Tレーダー及びM Fレーダーを用いた中性風導出手法の検討を行い、計算された中性風
を季節・地磁気活動に分類して、比較結果を報告する予定である。


